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第 8回 化粧品技術実践講習会 開催のご案内 
 

拝啓 時下ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。 

平素は日本化粧品工業会および日本化粧品技術者会の活動に、ご理解ご協力を賜り厚く御礼申

し上げます。我々は化粧品技術の発展を目的に、さまざまな活動を行っており、その一環として実務

経験 5～6年の技術系職種の方を対象に、「化粧品技術実践講習会」を開催しております。 

この実践講習会は化粧品の処方開発技術に関連する実践的な知識の習得を目的とし、第一線で

ご活躍されている講師陣より、その豊富な研究開発経験に基づいた講義をして頂きます。特に今年は

スキンケアをメインテーマとして、処方開発者としての専門性を高め、明日からの実務に活かせる講義

内容を用意しております。また講習会終了後は講師の先生方と技術的な交流を深めて頂く情報交流

会も設定しておりますので、化粧品技術のイノベーションに関連したインスピレーションを得られる場と

して、積極的にご活用頂ければと思います。 

昨年に続き東京会場と大阪会場を結びサテライト方式で開催致します。両会場にて合計７名の講

師の先生に対面での講義をしていただき、他方の会場では生配信で受講していただきます。東京会

場および大阪会場ともに、席に限りがございますので、開催の趣旨をご理解いただき、ご希望の方は

お早めにお申し込み頂きますようお願い申し上げます。 

 

記 

1. 開催日時  2026年 10月 21日（水） 9:30～18:00 （受付開始 9：00） 

2．開催場所  東京会場：MEETING SPACE AP新橋 (受講者定員 120名) 

〒105-0004 東京都港区新橋 1-12-9新橋プレイス  ４階 D+Eルーム 

TEL：03-3571-4109 

Map：https://goo.gl/maps/tvkN6SMDTNqo6JtbA?_fsi=YX5Kc1v2 

JR線・東京メトロ銀座線「新橋駅」より徒歩１分 
 

大阪会場：MEETING SPACE AP大阪淀屋橋（受講者定員 80名） 

〒541-0041 大阪市中央区北浜 3-2-25京阪淀屋橋ビル 4 階 L+Mルーム 

TEL：06-6204-0109 

Map：https://goo.gl/maps/RURaNUhvKKFpKEMT8 

地下鉄御堂筋線・京阪線「淀屋橋駅」より直結 

 

  

 

3．受講対象  化粧品処方開発に関連する知識の習得を希望される方  

     （実務経験 5～6年の方を想定した講義内容にしております。） 

定員  東京会場：120名 大阪会場：80名 （先着順） 

 

4．参加資格   日本化粧品工業会の会員企業の社員 （参加者ご自身でご確認ください） 

                会員名簿 | 日本化粧品工業会 (jcia.org) 

https://goo.gl/maps/tvkN6SMDTNqo6JtbA?_fsi=YX5Kc1v2
https://goo.gl/maps/RURaNUhvKKFpKEMT8
https://www.jcia.org/admin/memberlist


または 

日本化粧品技術者会会員のいる企業・団体の社員（社内でご確認ください） 
 

5. 講習内容 別紙プログラム参照    
 

6．講習会費 1名につき ￥20,000 （不課税）  テキスト・昼食付 

※テキストは当日お渡し致します。 

※講習会費には、昼食代・情報交流会費を含んでおります。 

※免税事業者のため課税事業者登録番号は登録しておりません。 

また、領収書も発行いたしません。 

 

7. 問合せ先    日本化粧品技術者会 講習会事務局  edu@sccj-ifscc.com  
 

8．申込開始日  2026年 8月 3日（月） 午前９時 
 

9．申込み手順 

・ それぞれ希望する会場の受付サイトから、受講希望者がお一人ずつお申込みください。 

・ 後日、受講していただける方には、受付番号と講習会費の振込先をメールでご連絡しますので 

案内が届いてから指定する銀行口座にお振込みください。 

・ 先着順で受講していただく方に順次ご案内をしますが、申し込んでから 10日経ってもメールが 

届かない場合は、日本化粧品技術者会講習会事務局（上記）にメールにてお問合せください。 

（尚、事務局の夏季休暇に伴い、8月 17日（月）からご連絡を差し上げます） 

・ 同じ会社内で受講者を変更したい場合は、次項「10.キャンセルおよび受講者変更について」を 

ご覧ください。 

・ 定員に達しても数日間は申込サイトが開いています。申込ができても受講できるとは限りませんので、 

事務局からのメールをお待ちください。受講していただけない場合もご連絡は致します。 
  

  ■東京会場での受講を希望される方の申込はコチラから 

      https://forms.gle/tbT7imw8aG4ATrjR8 

  ■大阪会場での受講を希望される方の申込はコチラから 

      https://forms.gle/dYqnHie31BtjkHE98 

 

10．キャンセルおよび受講者変更について  

・ キャンセルおよび受講者変更等のご連絡はすべて、事務局にメールでご連絡ください。 

両会場   edu@sccj-ifscc.com 日本化粧品技術者会 講習会事務局 
 

・ お申込み後キャンセルされる場合は、必ずご連絡ください。 

※振込をしていない場合であっても、キャンセルの連絡は必要です。 

  必ず申し込まれた会場名を添えて事務局にご連絡ください。 

※振込をされた場合で、9月 30日（水）までにご連絡いただければ、振込手数料を差し引いた 

金額を返金します。上記期限以降のキャンセルは返金致しかねますので、ご了承ください。 
 

・ 社内で受講者を変更される場合は、9 月 30 日（水）までに、申し込まれた会場名を添えて事務局

に 

ご連絡ください。なお、会場の変更はできません。同一会場内での受講者変更のみが可能です。 

 

以上 

 

大阪会場 

 

東京会場 

mailto:edu@sccj-ifscc.com
https://forms.gle/tbT7imw8aG4ATrjR8
https://forms.gle/dYqnHie31BtjkHE98
mailto:edu@sccj-ifscc.com


所要
時間 講 習 内 容 登壇会場

⽇本化粧品技術者会　
技術教育委員会　委員⻑
⽇光ケミカルズ株式会社 ⽮作 彰⼀

理学博⼠　 岡本  亨  
株式会社資⽣堂
グローバルプロダクト価値開発センター
主任研究員 松下 裕史

化粧品法規チーフコンサルタント ⾼橋 理佳
⽇本化粧品技術者会  
国際委員会　委員⻑
株式会社　マツモト交商 松本 俊亮
株式会社ＣＩＥＬ
取締役
薬学博⼠　　　　　 　　　　　　　 岡野　由利
株式会社ファンケル
総合研究所　化粧品研究所　製剤技術開発グループ
課⻑　　　　 　　　　　　　 三譯 秀樹

ポーラ化成⼯業株式会社
TDC（テクニカルディベロップメントセンター）
新剤型開発担当　課⻑　博⼠（⼯学） 中⾕ 明弘
癸⺒化成株式会社
医薬品事業部　
品質保証室⻑ 五明 秀之
⽇本化粧品技術者会　
技術教育委員会　実践講習部会⻑
株式会社資⽣堂 ⼋巻 悟史

第8回 「化粧品技術実践講習会」 プログラム
2026年10⽉21⽇（⽔）9:30〜18:00　AP新橋、AP淀屋橋

⽇  時 講　　　師

9:30 〜 9:35 5 開会挨拶 ⼤阪

1 9:35 〜 10:35 60 化粧品のための界⾯化学　 ⼤阪

2 10:35 〜 11:20 45 スキンケア・スペシャルケア
化粧品の設計と評価 東京

コスメスクリプトコンサルティング

休憩

3 11:35 〜 12:20 45 グローバル化粧品関連法規

11:20 〜 11:35 15

三愛コスメヴィジョン株式会社
東京

4 12:20 〜 13:10 50 昼⾷・休憩
SCCJ・IFSCCについて 東京

化粧品の防腐技術

⼤阪

化粧品の有⽤性評価の実際　 ⼤阪

東京6 13:55 〜 14:40 45 洗顔料の設計と評価

5 13:10 〜 13:55 45

8 15:40 〜 16:25 東京

15 休憩14:40 〜 14:55

7 14:55 〜 15:40 45 サンケア化粧品の設計と評価

45

16:25 〜 16:30 5 閉会挨拶 東京

東京
⼤阪

休憩30

17:00 〜 18:00 60 情報交流会

16:30 〜 17:00


